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という教授と共に『イリアス』の現代語訳を行った。また 43 年から 44 年の間
はエイナ島で作品の執筆に専念する。43年春には『その男ゾルバ』を執筆し 21)、



































































































































































































2) 例えば一般書においてもグロスザミスの『二十世紀のギリシア人 25 選』（Γκροσδαμης, 
2009）の中で取り上げられたり、クレタ島にカザンザキス博物館が存在することからも
うかがえる。 
3) 村田 (2013). 
4) 松浦 (2012/2). 
5) Mackridge (2009). 
6) 村田 (2013 : 189-190). 
7) この時期の民族意識の研究に関しては、先述の松浦 (2012/2) が詳しい。 





9) Κωνσταντίνος Παπαρρηγόπουλος（1815-1891）: アテネ大学教授を務めた歴史家。反啓蒙
主義的立場を取り、中世ビザンツ世界の復権を唱えた。代表的著作は『ギリシア民族の
歴史』（Ιστορία του ελληνικού έθνους）. 
10) 村田 (2012 : 75-76)。Μεγάλη Ιδέαが初めて正式に言及されたのは、1884年の憲法制定
議会でのイオニアス・コレッティスの演説であるとされる。 
11) ウッドハウス (1997). 
12) Tzermias (1986). 
13) この時期のカザンザキスの文学活動については、福田 (2015/5) を参照。 









16) Γιώργος Σεφέρης（1900-1971）: ギリシアの詩人・外交官。ノーベル文学賞を受賞した。
父親が「偉大な理想」を辛抱するヴェニゼロス主義者であり、青年期に多くの影響を受
ける。 





19) Janiaud-Lust (1970). 
20) Bien (2007).  





































29) Kazantzaki et Sipriot (p.39). 





32) Kazantzakis (1981a : 88). 
33) Kazantzakis (1955 : 22). 
34) Kazantzakis (1955 : 23). 
35) Kazantzakis (1956b : 115). 
36) Kazantzakis (1956a : 511-512). 
37) Tzermias (2001 : 140). 
38) Kazantzakis (1956a : 257). 
39) Kazantzakis (1956b : 29). 
40) Kazantzaki et Sipriot (p.39). 
41) 同上. 
42) Bidal-Baudier (1974 : 125). 
43) Kazantzakis (1981a : 162). 
44) Kazantzakis (1981a : 163). 
45) Kazantzakis (1956a : 512). 
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